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今関源成教授・略歴
学歴
1979年 3 月15日	 早稲田大学法学部　卒業
1981年 3 月15日	 早稲田大学法学研究科修士課程　公法学専攻　修了
1984年 3 月31日	 早稲田大学法学研究科博士後期過程　公法学専攻　退学
職歴
1979年 4 月 1 日	 早稲田大学法学部副手
1981年 4 月 1 日	 早稲田大学法学部助手
1984年 4 月 1 日	 早稲田大学法学部専任講師
1986年 4 月 1 日	 早稲田大学法学部助教授
1995年 4 月 1 日	 早稲田大学法学部教授
1994年 9 月〜1998年 9 月	 早稲田大学法学部学生担当教務副主任
2006年 9 月〜2010年 9 月	 早稲田大学法学部学生担当教務主任











































































































652　　早法 94 巻 4 号（2019）
　「国民代表制」（138─139頁）
　「行政権の司法審査」（178─179頁）
浦部法穂・戸波江二編『法科大学院ケースブック憲法』（日本評論社、2005年）
　「県による靖国神社への玉串料の奉納：愛媛玉串料訴訟」（179─201頁）
　「議員定数の不均衡と選挙権の平等：定数不均衡1976年判決」（449─469頁）
『新版体系憲法事典』（杉原泰雄編集代表）（青林書院、2008年）
　「被疑者の権利」（577─582頁）
浦田賢治・愛敬浩二編『演習ノート憲法〔第 4版〕』（法学書院、2010年）
　「私人間効力」（44─47頁）
　「議員定数の不均衡」（62─63頁）
　「検閲の禁止」（102─103頁）
　「財産権の保障」（114─115頁）
　「生存権の法的保障」（118─119頁）
　「代表」（136─137頁）
　「国民代表制」（138─139頁）
　「両院制」（142─143頁）
　「行政権の司法審査」（178─179頁）
芹沢斉・市川正人・阪口正二郎編『新基本コメンタール憲法』（日本評論社、2011年）
　「70条〔内閣総理大臣の欠缺、新国会の召集と内閣総辞職〕」（381─382頁）
　「71条〔総辞職後の内閣の職務の執行〕」（382─383頁）
　「72条〔内閣総理大臣の職権〕」（383─386頁）
Ⅴ．判例批評
「税理士会による政治献金目的の特別会費徴収と会員の思想信条の自由：南九州税理士
会政治献金徴収拒否訴訟控訴審判決」判例セレクト’92（1992年）13頁
「私有財産を『公共のために用いる』の意義」芦部信喜・高橋和之編『〔別冊ジュリス
ト〕憲法判例百選Ⅰ〔第 3版〕』（有斐閣、1994年）202─203頁
「衆議院議員定数不均衡訴訟」判例セレクト’95（1995年） 9頁
「私有財産を『公共のために用いる』の意義」芦部信喜・高橋和之・長谷部恭男編『〔別
冊ジュリスト〕憲法判例百選Ⅰ〔第 4版〕』（有斐閣、2000年）216─217頁
「愛媛玉串料訴訟最高裁判決を読む：津地鎮祭訴訟最高裁判決における目的効果基準は
維持されたか？」法学教室247号（2001年）19─23頁
「明白な過誤の法理：『ニューカレドニアの制度変更に関する法律』判決」フランス憲法
判例研究会編『フランスの憲法判例』（信山社、2002年）426─431頁
「参院定数不均衡最高裁判決：最高裁2004年 1 月14日大法廷判決をめぐって」ジュリス
ト1272号（2004年）88─97頁
「私有財産を『公共のために用いる』の意義」高橋和之・長谷部恭男・石川健治編『〔別
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冊ジュリスト〕憲法判例百選Ⅰ〔第 5版〕』（有斐閣、2007年）222─223頁
「違法政権の擁護表現　戦時対独協力政府の首班を擁護する意見広告の処罰の違法性：
ペタン擁護意見広告事件判決」戸波江二・北村泰三・建石貴公子・小畑郁・江島晶子
編『ヨーロッパ人権裁判所の判例』（信山社、2008年）416─423頁
「比例原則」フランス憲法判例研究会編『フランスの憲法判例Ⅱ』（信山社、2013年）
295─298頁
「使用者による労働者の政党所属調査と思想の自由」長谷部恭男・石川健治・宍戸常寿
編『〔別冊ジュリスト〕憲法判例百選Ⅰ〔第 6版〕』（有斐閣、2013年）81─82頁
「違法政権の擁護表現　戦時対独協力政府の首班を擁護する意見広告の処罰の違法性：
ペタン擁護意見広告事件判決」戸波江二・北村泰三・建石真公子・小畑郁・江島晶子
編『ヨーロッパ人権裁判所の判例Ⅰ』（信山社、2019年）416─423頁
「憎悪表現⑴　国会議員による人種差別的表現：フェレ判決」小畑郁・江島晶子・北村
泰三・建石真公子・戸波江二編『ヨーロッパ人権裁判所の判例Ⅱ』（信山社、2019年）
366─370頁
Ⅵ．学会活動
「憲法問題の動き：2001年」（蛯原健介氏と共著）憲法問題13号（2002年）203─197頁
「春季研究集会シンホポジウムのまとめ」（本秀紀氏と共著）憲法問題14号（2003年）65
─71頁
「憲法問題の動き：2002年」（岡田俊幸氏と共著）憲法問題14号（2003年）204─198頁
「学会展望：憲法・統治機構」公法研究78号（2016年）289─300頁
Ⅶ．新聞記事
「権力化した検察審査会：強制起訴事件無罪判決の意味」WASEDA	ONLINE	2013年 3
月18日
「個人の表現活動と民主主義：９条俳句事件を契機に」WASEDA	ONLINE	2016年 6 月
6 日
Ⅷ．文献紹介
「最近の憲法院をめぐる論議」法の科学16号（1988年）172─180頁
Ⅸ．座談会
「座談会『早稲田法学の峰々』（ 4）：新井隆一先生を囲んで」（新井隆一・浦田賢治・大
須賀明・酒巻俊雄・佐藤昭夫・佐藤英善・須々木主一・首藤重幸・戸波江二・野村
稔・藤岡康宏の各氏と）早稲田法学74巻 4 号（1999年）773─822頁
